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(意訳) 時の勢いとい うのは、天地や聖人の力でも逆らうことができない。勢いが来ると
きには、打ち砕こうとしても簡単には成功 しない。逆に勢いが去るときに、引き戻そ うと

しても、これまた難 しいのである。

だが、聖人は常に勢いに逆 らい、それに甘んじて従お うとは しない。なぜなら、勢いに

流されてばかりいたのではよくないとい うことを知つているからである。

(余説)仕 事や趣味、スポーツや政治や経済など多くの場面で、時の勢い 。時代の力とい
うものを実感 させ られる時があります。「旭 日昇天の勢い」 と言いますが、登る太陽の勢

いは誰にも止められずに、逆らうだけ無駄です。その逆もまた同じでしょう。

しかし、聖人に限らず、人は敢えて時の勢いに逆 らうことも時には必要です。政・財界

に心酔者が多かった、陽明学者の安岡正篤 (1898～ 1983)は 、「運命 とは、動いてやまざる

ものであり、自ら創 るものである」と書いています。大きな時の流れに対して、敢えてい

かに逆らうかとい うことも、その人の価値を決めるように思います。

(参考)松 下幸之助  「蝶は鹿にはなれない。それは命だ。しかし、運命は 100%で はない。
それは 90%だ。残 りの 10%が 人間にとっては大切だ。自分に与えられた人生を、自分な
りに完成 させるかさせないかとい う、大事な 10%だ。ほとんどは命によって定められて
いるけれ ど、肝心なところは人間に任せ られているのではないか。」

2
ま
君子はた気ゅ夕

養わんことを要す。心気一たび衰 うれば、天下の万事、分豪

も倣し得ず。再有はただこれ箇の心気足らざるなり。     (存 心)守屋 38

(意訳) 君子は気力を養
虚虚
ければならない。気力が衰えたのでは、いかなることも成し

遂げることはできない。再有にはこの気力が欠けていたのである。

(余説) 気力は何も君子ばか りではなく、当然のことながら誰にも必要です。肝心なこと
は
≧ん湧
態
盆翼ク
展開しようとも、いかに気力を培い、維持 していくかでしょう。

再有 (再 求)は孔子の弟子。政治的手腕があり、才芸もあり謙遜深かった反面では、
性格はいささか消極的だったようです。

ここでの君子とは、知識に加えて徳性。表現力・判断力・決断力などを身につけた人間で、
きみ

知識のみの人間は念
人に過ぎません。ここまでが為政者です。それらの中心に「君」がい

ます。その他が「民」という構造になります。

(参考 ) 論語。奔也 12「喜 求曰く、子の道を説 ば

力足らぎる者は、中道にして廃す。今汝は子 |

(

曰く
ぜんき

再
ゆう

求 私は先生の考えに不満で実行 しないのではなく、私に力が不足 しているのです )

今、お前ははじめから力不足で私の考えを実行できないと自らを限定 している)

勢いの在る所は、天地聖人も違 う能わざるな り。勢い来たる時は、 即 ちこれを

催くも、未だ必ずしも邊かに壊れず。勢い去る時は、即ち之を挽くも、未だ必ずしも回らす
つね       さか                       がえん

能わず。然れども聖人毎に勢いと件らいて、甘心して之に従うを肯 ぜざるは、人事宜しく

然るべければなり。                      (世 運)守屋159
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(意訳)今 の世の中は、だだっ子二例えられる。だしぬけに興奮 して、あっとい うような
ことをや らかさないと思えば、顔色を変えて腹を立てる。官位の高い人間は、事の顛末を

少し調べようとすると、厳 しすぎると言 う。学校が、少し厳 しく監督すると、思い遣 りが

ないと言 う。軍人は、訓練を少 し厳 しくすると、いじめると言 う。地方の役人は、これを

少 し正そ うとすると、中央が地方を踏みにじると言 う。

人から怨まれるのを敢えて覚悟 してでも、法に照らして厳 しくすることはできないのか。

今の天下の様子はボロ家 と同じである。手を当てて支えてやろうとす と、うろたえ舌を噛

むほどにがたがきている。今例え立て直しをしなくて放っておけば、ますます壊れる状態

は、もうどうにもならないのであろうか。

(余説) 今 日の日本の様相は、まさにここに書いてある姿と同様であり、とても400年
昔の書とは思えません。全 く現代の書の感があります。

戦後に首相兼外務大臣を務めた吉田茂は 「歴史に学ばない国民は滅びる」と言っていま

すが、明るい未来の姿を描き難い我が国は、果たしてどうなんでしょうか。

(参考)南 洲翁遺訓 (29)「 道を行ふ者は、固より困厄に逢ふものなれば、如何なる数難の
など

地に立つ とも事の成否身の死生杯に、少しも関係せぬもの也。」
こそ    そし                                 tま

(31)「道を行ふ者は、天下挙って毀るも足らぎるとせず。天下挙って誉むるも足れ

りとせざるは、自ら信ずるの厚きが故也。」

(意訳) 怨みや怒 りがこみあげてきたとき、弁解や主張をしたいとき、あるいは喜びや驚
きにつき動かされたときに、あくまでも冷静に対応するためには、ふだんから十分に修行

を積んでおかなければならない。

(余説)中 国三国時代、蜀漢の劉備 (161つ23)は 「語言少なく、善く人に下り、喜怒を色
あらわ                                                     あらわ

に形 さず」と評されています。「寡黙」「謙虚」「喜怒を色に形 さず」と、リーダーに求

められる三つの条件を持っていたようです。

喜怒哀楽の感情を顔に出さず、淡々と事態に対処するメリットは、特に危機管理のとき

に発揮され、動揺が組織全体に広がることを防ぎます。しかしその反面、下手にこれをま

ねると、冷たいとか取っ付き難いといったマイナス・イメージが危惧されます。
あらわ

何れ |こ しても、「喜怒を色に 形 さず」を行 うには、平生からの涵養・ 修行が必要であ

り、先月 3項には、心を「沈静」することが 「涵養」を育てるとありました。
しかし、「喜怒がす ぐに顔に表れる、分か りやすい人間だ」との評価 ?も あることで、
なかなか難 しいものです。
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如今の天下の人は、之を廃子に讐ふ。敢て熱気唐突せざれば、 便 ち絶然 として
しんしん  ややそうかく            すなわ  かこく       ぃ             げんめい

怒を起す。結紳は稀綜核を加ふれば、 則 ち苛刻なりと日ひ、学校は稽厳明を加ふれ
すくな    い             れんしゆう                りようぎやく

ば、則ち恩 寡 しと日ひ、軍士は稀飲 戦を加ふれば、則ち凌 虐す と日ひ、郷官は
じせい                 せんとう               たと      うちみ               しか
稀持正を加ふれ

ず
、則ち践踏す と日ふ。今、縦ひ敢て 奮ま

に任ぜず とも、而もへ迭倉
廃 して以て恩を市ることは、独 り己むべからぎるか。如今の天下の事は、之を散屋
たと        お  たす            がくぜん          か      たと  こうちよう

輿冑
ふ。軽手

鼻婁
扶くれば、便ち愕然 として舌を昨む。今縦ひ更 張せずとも、而も

毀折 して以て滋々壊るることは、独 り已むべからぎるか。   (治 道)安 岡135

:      まさ  うち                              うつた                   おどろ                 :
1 4 当に怨むべく、怒るべく、弁ずべく、 訴 うべ く、喜ぶべ く、 愕 くべくの際に、 l:          はなは                                                                  l

l  其の気 甚 だ平らかなるは、これは是れ多大の涵養なり。     (広 喩)守屋341


